
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1次コンテストを通過し、地域の絆と専門家のアドバイスで練り上げられた６件の提案

が施設整備の実現に向けて２次コンテストに臨みます。（提案概要は裏面に掲載） 

２次コンテストで選考された提案は、来年度に整備助成を受け、施設整備を行うことが

できます。 

まちづくりへの強い思いを持った提案グループによる「プレゼンテーション」、審査員と

の白熱した「質疑応答」、そして緊張感あふれる「結果発表」をぜひご覧ください。 

ヨコハマ市民まち普請事業とは・・・市民の皆様が主体となって行う地域の課題解決や魅力向上のた

めの施設整備の提案に対して、支援、助成を行う横浜市独自の事業です。二段階の公開コンテストを

経て選考された提案には、50万円～500万円の整備助成金を交付し、まちづくりを支援します。 

 

 
１ 開催日時 令和５年１月29日（日） 10時00分～17時15分（予定） 

２ 開催場所 横浜市役所アトリウム＜YouTubeによるLIVE配信も実施＞ 

３ 内  容 ①グループによる提案発表 ②審査員※による情報収集タイム  

③質疑応答 ④審査員による投票 ⑤結果発表 

※審査員は、地域まちづくりについて専門的知識を有する者６名、市民公募
により選出された２名の合計８名です。 

４ 公開方法   入場無料、申込不要でどなたでもお越しいただけます。 

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会場での開催方法を変更す
る場合があります。最新の情報はヨコハマ市民まち普請事業のWebページを
ご確認ください。 

※取材をご希望の方は１月27日（金）12時までに裏面のお問合せ先へご連絡くださ
い。取材時の人数や方法を調整させていただきます。 

令和３年度２次コンテストの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

どなたでも、登録不要で視聴可能です。 

お手持ちのパソコンやスマートフォン等から 

ご覧ください。 

 

 

令 和 ５ 年 １ 月 1 0 日 
都市整備局地域まちづくり課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令和４年度ヨコハマ市民まち普請事業 

２次コンテストを開催します！ 

2次コンテストの概要について 

＜提案発表＞ ＜情報収集タイム＞ ＜質疑応答＞  

YouTubeによるLIVE配信！ 

←視聴はこちらから 

令和５年１月29日(日) 

10時00分より配信予定！ ※LIVE配信はコンテストの進捗状況により 

配信時間が変更となる場合があります。 
裏面あり 



 
 

 

 

 

 

イメージ図 
・整備提案の概要 

 

 

空き家を改修し、カフェのある多世代交流拠点を整備。高齢者
向け、子育て世代向けのサロンや、福祉・医療などの専門職ス
タッフによる相談サービスなどを地域住民等と協力して実施。
カフェをきっかけに地域の資源をつなげるハブへ。 

 

助産院に隣接する空き家を活用し、安心して多世代の地域住民
が集う場を整備。地域住民と連携した日替わりカフェや特技を
活かした教室、医療・福祉職の専門分野の知識を持ったスタッ
フによる「なんでも相談所」を軸に、自治会や大学とも連携し、
地域で支え合うモデルを目指す。 

 

 弥生台駅北口の駐輪場跡地に建築予定のマンション１階部分
に、孤食を解消するためのキッチンを整備。子ども食堂やファ
ミリー食堂の活動のほか、地元農家と連携した食育の取組や、
地域住民による料理教室など、「食」を通じた「学び」や「会話」
の場を創出。 

 

洋光台中央団地の空き区画にシェアスペースやシェアキッチ
ンを整備。住民による料理教室や小商い、繋がりづくりの場と
する。誰しもに共通する「食」をきっかけとして、みんながみ
んなの応援団となる、助け合えるまちを目指す。 

 

多世代交流拠点の屋外に「つくり続けるガーデンコミュニテ
ィ」を整備。ガーデンの多様な自然環境の中での人々の繋がり・
触れ合いがもたらす「顔の見える関係性」で、まち中のどの場
所でも安心が続く地域をつくる。 

 

既存で活用している多世代交流拠点を改修して、子どもから高
齢者まで気軽に立ち寄れて、地域住民の世代間交流する機会や
活躍の場を創出できる場へ。地域の顔見知りが増え、助け合い・
見守り合いが出来る地域を目指す。 

お問合せ先 

都市整備局地域まちづくり課担当課長  萩原 慶一  Tel 045-671-2665 

２次コンテスト整備提案一覧（発表順） 

まち普請 イベント情報 検索 

各グループの提案書は、2次コンテスト当日の９時

からヨコハマ市民まち普請事業Webページに掲載

します。 






